












目的 

発達障害児の療育にあたって、脳波や CT をはじめとして各種の臨床検査を行なっていくこ

とは、正確な原因診断のみならず、訓練療育上のプランや経過中のいろいろな機能障害の

変化に迅速かつ正しく対応するためにぜひとも必要なことである。今日の発達障害児につ

いて、このような検査をいろいろと行なった場合その所見にどの程度の異常率がでるかを

おおまかに掴んでおくことはひとりの症例を比較的な立場から把握するうえで有用なこと

であると考えられる。この研究は、発達障害診断にあわせて症例を分類し、各群における

諸検査での異常の率とその特徴、検査を行なう場合の臨床的意味をより明らかにすること

を目的とする。 


